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GHG排出量を衛星画像で解析するMomentick社との実証実験の開始 

 

損害保険ジャパン株式会社（代表取締役社長：石川 耕治、以下「損保ジャパン」）、ＳＯＭＰＯリスクマ

ネジメント株式会社（代表取締役社長：中嶋 陽二、以下「ＳＯＭＰＯリスク」）および Momentick Ltd.

（CEO：Daniel Kashmir、以下「Momentick社」）は、GHG※1排出量を衛星画像で解析する技術の活用につい

て実証実験を開始しました。本実証実験では、GHGのうち、メタンの検知技術の検証を行います。 

 
※１ 温室効果ガス（Greenhouse Gas）の略称です。主な温室効果ガスには、二酸化炭素（CO2）やメタン（CH4）、一酸化

二窒素（N2O）、フロンガスがあります。 

 

１． 背景 

近年の地球温暖化による生態系の変化や異常気象はますます深刻化しており、世界全体で気候変動対策を

進めることが喫緊の課題となっています。 

２０２３年に開催されたＣＯＰ２８（第２８回気候変動枠組条約締約国会議）では、パリ協定の目標達

成に向けた世界全体の進捗を評価するグローバル・ストックテイクについて初めての決定が採択され、全

ガス・全セクターを対象にした排出削減が明記されるなど、全ての GHG を削減しようとする国際的な取り

組みが加速しています。GHGのうち、メタンは温室効果が二酸化炭素の２５倍と強力であることから、特に

排出規制が重要視されています。環境規制で先行する EUは、昨年１１月に、化石燃料の事業者に対するメ

タン排出の MRV（計測・報告・検証）の義務づけや、EU域内に入る化石燃料に対して同等のメタン排出規制

を求める案で政治合意しました。同時期に、米国環境保護庁（EPA）は石油・ガス産業によるメタン排出を

大幅削減することを目的とした最終規則を発表しました。 

同規則には、設備や精製プロセスからのメタン漏れやガス抜きなどの汚染削減基準および最先端のメタ

ン検知技術の利用促進が含まれます。このように、メタンを含む GHG の排出削減に関する国際的な規制や

企業に対策を促す動きが急激に進んでいます。 

損保ジャパンおよびＳＯＭＰＯリスクは、企業の新たなリスクに対応するサービスや保険を開発するた

め、衛星から得た情報を基にメタン検知する技術を持つ、イスラエルのスタートアップ企業である

Momentick社と実証実験を開始しました。 

 

２．本実証実験の概要 

本実証実験では、Momentick社は ハイパースぺクトル分析※２とアルゴリズムを活用した独自のソフトウ

ェアによって衛星画像から特定の資産周辺におけるメタン排出の量と場所の解析を行い、損保ジャパンお

よびＳＯＭＰＯリスクにその結果と知見を提供します。損保ジャパンとＳＯＭＰＯリスクは共同で技術検

証を行い、リスクコンサルティングサービスや保険商品開発での活用可能性を調査します。 

なお、技術検証にあたっては、二酸化炭素とメタンの濃度を宇宙から観測することを専門とした世界初

の人工衛星である温室効果ガス観測技術衛星（Greenhouse gases Observing SATellite : GOSAT）シリー

ズ※３によって取得したデータも活用します。データ活用は、環境省気候変動観測研究戦略室および国立環

境研究所地球システム領域衛星観測センターの協力の下に実施します。 

また、本実証実験の技術検証にあたっては、管理・保有施設の試験的な検査を希望する協力可能な企業

を以下の要領で募集します。 

 

募集期間：２０２４年６月６日～２０２４年６月３０日 

参加費用：無料 

対象企業：メタンを発生する可能性がある施設を国内外で管理・保有する企業 

（希望企業の中から複数社に協力を依頼予定） 



 

問合せ先：損保ジャパン営業店 

 

本実証実験により、保険商品としては、メタンを多く含む天然ガスの漏洩に対しての補償、メタンが排

出検知された施設の調査・修復費用の補償、有機廃棄物の埋立て場跡地に滞留するメタンの検知と連動す

る補償などを幅広く検討していきます。 

また、Momentick社と連携した排出検知サービスを、ＳＯＭＰＯリスクを通じて希望する企業へ提供する

ことを検討しています。さらに、本実証実験の結果を踏まえ、二酸化炭素の排出について衛星画像による

解析を行う実証実験にも移行していく予定です。 

 

※２ 光を非常に細かく分光することで、従来は客観的な評価が難しいとされた物体の物性特性や状態を判定する解析技術

です。 

※３ 温室効果ガス観測技術衛星ミッションは、宇宙基本計画に則り、環境省、国立環境研究所（NIES）および宇宙航空研

究開発機構（JAXA）が共同で実施しています。 

 
３．各社の役割 

 

４．本実証実験の位置づけ 

 本実証実験は、損保ジャパンおよびＳＯＭＰＯリスクの「SOMPO-ZELO」シリーズの第３弾の開発に向け

た取組みです。 

 

リスクソリューション「SOMPO-ZELO」シリーズ 

 概 要 

  

水素・アンモニア、CCS・CCUSやアンモニア燃料船をはじめ次世代エネルギーに関

連した周辺技術等のカーボンニュートラルに必要な次世代のエネルギーサプライチ

ェーンの社会実装を後押しする専用リスクソリューションシリーズ。 

保険とリスクマネジメントコンサルティングの開発・提供を進め、次世代エネルギ

ーのサプライチェーンの実装と安定的な運用に貢献していきます。 

第１弾 
アンモニア輸送専用保険・リスク調査サービス（２０２２年４月） 

https://www.sompo-japan.co.jp/-/media/SJNK/files/news/2022/20220401_2.pdf 

第２弾 
水素輸送専用保険（２０２２年７月） 

https://www.sompo-japan.co.jp/-/media/SJNK/files/news/2022/20220701_1.pdf 

第３弾 GHG（メタン）排出検知サービスと関連費用保険（本実証実験にて検証） 

 

５．今後について 

損保ジャパンおよびＳＯＭＰＯリスクは、今後も企業活動を継続するうえで対応が必要な温室効果ガス

の削減をリスクマネジメントの観点から促進することで持続可能な社会の実現を目指し、ＳＤＧｓ目標１

３「気候変動に具体的な対策を」の取組みに貢献します。また、今後も損保ジャパンはブランドスローガン

「Innovation for Wellbeing」に則した独自色のある商品を開発し、お客さまの課題および社会課題の解

決を通じて、よりよい社会を実現していきます。 

  

関係者 役割 

損保ジャパン ・保険商品の組成検討 

ＳＯＭＰＯリスクマネジメント 
・リスクコンサルティングサービスの検討 

・実証データの検証 

Momentick社 
・任意の地点のメタン漏洩の分析 

・排出レポート・データ・知見の提供 

https://www.sompo-japan.co.jp/-/media/SJNK/files/news/2022/20220401_2.pdf
https://www.sompo-japan.co.jp/-/media/SJNK/files/news/2022/20220701_1.pdf


 

＜Momentick社概要＞ 

Momentick 社は、自社で衛星画像をあらゆる画像提供プラットフォームから購入・取得し、その画像から

GHGの排出箇所・量を細かい解像度で正確に特定することに強みを持つ企業です。自社では衛星を飛ばさず

に、解析のためのソフトウェアを開発・改善しています。現在は、メタンの排出を検知することが可能で、

１年以内に GHGの一種である二酸化炭素や一酸化二窒素を検知するサービスも完成する予定です。 

企業名  ：Momentick Ltd. 

代表者  ：CEO, Daniel Kashmir 

設立   ：2020年 

本店所在地：Israel 

公式サイト：https://www.momentick.com/about-us 

 

 
＜参考資料：Momentick社のレポートのサンプル＞ 

海外のガス田での検知レポートの例 
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